
２

■
八
潮
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を 

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

平
成
２１
年
第
４
回
定
例
会
で
討
論
の
あ
っ
た
主
な
議
案
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

２ 

平成２２年（２０１０年）２月 

意  

見  

書 

討
　
論 

八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
中
止
の
白
紙
撤

回
を
求
め
る
意
見
書 

子
ど
も
た
ち
の
生
命
を
守
る
た

め
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
費
助
成
、

定
期
接
種
化
を
求
め
る
意
見
書 

定
例
会
の
最
終
日
に
、
次
の
意
見
書

（
議
員
提
出
議
案
）を
上
程
し
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

反
対
討
論
（
日
本
共
産
党
） 

賛
成
討
論
（
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
） 

　
八
ッ
場
ダ
ム
は
、
当
市
を
含
む
流

域
自
治
体
に
と
っ
て
洪
水
対
策
及
び

渇
水
対
策
に
重
要
な
役
割
を
持
っ
た

ダ
ム
で
あ
り
、
突
然
の
中
止
声
明
に

よ
り
、
日
一
日
と
市
民
の
不
安
感
が

増
大
し
て
い
る
。 

　
昭
和
２２
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に

よ
り
、
利
根
川
が
氾
濫
し
、
流
域
自

治
体
は
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
当

市
に
お
い
て
も
、
市
域
全
域
が
浸
水

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

　
近
年
で
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
頻

繁
に
発
生
す
る
集
中
豪
雨
や
、
大
型

化
す
る
台
風
な
ど
に
よ
る
想
定
し
得

な
い
被
害
も
発
生
し
て
お
り
、
洪
水

対
策
は
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。 

ま
た
、
特
に
、
当
市
は
国
家
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」
の
開
業
に
伴
い
、
人
口
急

増
の
自
治
体
で
あ
り
、
水
需
要
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
異
常
気
象
に
よ
る
渇
水

も
懸
念
し
て
い
る
。
当
市
の
水
道
水

の
水
源
は
、
河
川
か
ら
取
水
し
て
お

り
、
安
定
供
給
こ
そ
が
自
治
体
の
責

務
で
あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

　
今
回
、
こ
の
よ
う
な
洪
水
対
策
及

び
渇
水
対
策
に
重
要
な
役
割
を
持
っ

た
八
ッ
場
ダ
ム
を
無
駄
な
公
共
事
業

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
掲
げ
、
何
の
説

明
も
な
し
に
、
一
方
的
に
建
設
中
止

を
声
明
し
た
こ
と
は
、
半
世
紀
以
上

に
関
わ
っ
て
き
た
地
元
住
民
の
不
安

と
苦
悩
の
歴
史
を
一
夜
に
し
て
覆
す

も
の
で
あ
り
、
地
元
住
民
の
み
な
ら

ず
、
八
潮
市
民
も
不
信
感
を
募
ら
せ

て
い
る
。 

　
今
後
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
中
止

を
前
提
と
し
た
話
し
合
い
で
は
な
く
、

建
設
中
止
を
白
紙
に
戻
し
、
地
域
住

民
と
話
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
を
し

た
上
で
、
真
摯
に
地
元
住
民
及
び
地

元
自
治
体
と
の
協
議
の
機
会
を
早
急

に
実
施
す
る
よ
う
、強
く
要
望
す
る
。 

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

　
平
成
２１
年
１２
月
１７
日 

埼
玉
県
八
潮
市
議
会 

提
出
先
　
衆
議
院
議
長
　
参
議
院
議

長
　
内
閣
総
理
大
臣
　
国
土
交
通
大

臣 

　
な
お
、
同
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、

民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
、
日
本
共
産
党
、

市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
か
ら
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
細
菌
性
髄
膜
炎
は
、
乳
幼
児
に
重

い
後
遺
症
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
死

亡
に
至
る
恐
れ
が
高
い
重
篤
な
感
染

症
で
、そ
の
原
因
の
７５
％
が
ヒ
ブ（
Ｈ

ｉ
ｂ
＝
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
ｂ
型
）
と
肺
炎
球
菌
に
よ
る

も
の
で
す
。
細
菌
性
髄
膜
炎
は
早
期

診
断
が
困
難
な
こ
と
、
発
症
後
の
治

療
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

罹
患
前
の
予
防
が
非
常
に
重
要
で
、

Ｈ
ｉ
ｂ
や
肺
炎
球
菌
に
よ
る
細
菌
性

髄
膜
炎
に
つ
い
て
は
乳
幼
児
期
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
効
果
的
に
予
防

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
も
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
予
防
接
種
を
推
奨
し
て
お
り
、
既

に
欧
米
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど

１
０
０
カ
国
以
上
で
導
入
さ
れ
、
９０

カ
国
以
上
で
定
期
予
防
接
種
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
う
し
た
国
々
で
は
発
症

率
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。 

　
日
本
に
お
い
て
は
、
世
界
か
ら
２０

年
遅
れ
て
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
が
昨
年

１２
月
に
販
売
開
始
と
な
り
、
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
７
価
ワ
ク
チ

ン
）
も
欧
米
よ
り
約
１０
年
遅
れ
て
今

年
１０
月
に
国
内
初
承
認
さ
れ
、
来
年

春
ま
で
に
販
売
開
始
の
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
医
療
機
関
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
可
能
と
な
っ
て
も
、
任
意
接

種
で
あ
る
た
め
費
用
負
担
が
大
き
く
、

  

　
今
度
の
改
定
で
、
料
金
区
分
と
排

水
量
区
分
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
平

均
引
き
上
げ
率
は
１０
％
で
す
が
、
一

般
家
庭
用
２０
裙
排
水
の
月
額
料
金
は
、

１
３
１
２
円
か
ら
１
６
１
７
円
と
２３

・
２５
％
の
引
き
上
げ
で
、
１０
万
裙
を

超
え
る
利
用
者
で
は
、
市
内
で
１
社

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
０
・
９５
％
と

い
う
値
上
げ
率
で
す
。
こ
れ
で
は
市

民
に
理
解
さ
れ
な
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
施
設
整
備
は
、
排
水
量
に
合

わ
せ
整
備
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
資
本

が
投
下
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
口
需
用

者
は
そ
れ
に
見
合
っ
た
使
用
料
金
の

支
払
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
料
金
体
系
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

昨
年
８
月
に
下
水
道
審
議
会
に
諮
問
、

今
年
３
月
に
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
現
在
の
先
行
き
不
透
明

な
経
済
状
況
の
中
、
市
民
生
活
に
与

え
る
影
響
に
十
分
に
配
慮
し
、
改
定

時
期
を
考
慮
す
る
よ
う
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
第
３
回
定
例
会
の
私
の
一

般
質
問
の
答
弁
で
、
「
い
ず
れ
に
い

た
し
ま
し
て
も
、
下
水
道
使
用
料
の

改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す

の
で
、
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
下
水

道
審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
、
社
会

経
済
情
勢
等
に
配
慮
し
な
が
ら
、
各

方
面
と
の
十
分
な
議
論
を
重
ね
、
適

切
な
時
期
に
使
用
料
等
の
改
定
を
実

施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
議
会
の

総
括
質
疑
で
「
各
方
面
と
の
十
分
な

議
論
の
経
過
に
つ
い
て
」
質
問
し
た

際
に
は
、
「
承
認
い
た
だ
い
た
後
に

は
、
十
分
な
説
明
機
会
を
設
け
、
周

知
を
図
り
、
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
の
答
弁
で
し
た
が
、
あ

ま
り
に
も
無
責
任
な
答
弁
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
改
定
時
期

に
つ
い
て
は
、
市
の
財
政
状
況
の
厳

し
さ
を
最
重
視
し
、
受
益
者
負
担
の

原
則
に
立
脚
し
た
相
応
の
負
担
を
求

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
し
、
使
用

料
を
見
直
す
時
期
と
考
え
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
審
議
会
の
答
申
に
も
反

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
市
民
生
活
が
ま
す
ま
す
苦
し
い
状

態
と
な
っ
て
い
る
様
子
は
、
一
般
会

計
の
補
正
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
は
、
議

会
に
判
断
を
求
め
る
前
に
、
審
議
会

の
答
申
を
尊
重
し
、
各
方
面
と
十
分

な
議
論
を
つ
く
す
こ
と
が
、
最
優
先

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。 

　
よ
っ
て
、
条
例
改
正
は
時
期
尚
早

で
あ
り
、
反
対
す
る
も
の
で
す
。 

 

　
地
方
財
政
法
で
は
、
下
水
道
事
業

は
公
営
企
業
に
位
置
付
け
さ
れ
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
必
要
な
経
費
は
、
利

用
者
が
負
担
す
る
使
用
料
や
料
金
に

よ
っ
て
賄
う
べ
き
と
さ
れ
、
独
立
採

算
制
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
２０
年
度
下
水
道
特
別
会
計
決

算
の
状
況
を
み
る
と
、
歳
入
総
額
４４

億
８
７
９
２
万
２
５
９
８
円
の
う
ち

下
水
道
使
用
料
は
７
億
３
９
２
８
万

６
１
１
２
円
（
１６
・
４７
％
）
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
１１
億
６
５
５

０
万
円
（
２４
・
５
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
形
式
的
に
は
黒
字
決
算
で
す

が
、
借
入
金
の
返
済
の
た
め
、
一
般

会
計
か
ら
の
多
額
の
繰
出
金
に
よ
る

赤
字
補
て
ん
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
実
状
で
す
。 

　
現
在
、本
市
の
下
水
道
使
用
料（
一

般
家
庭
用
２０
裙
／
月
）
は
１
３
１
２

円
で
す
が
、
こ
の
金
額
は
中
川
流
域

関
連
１５
市
町
の
中
で
最
低
の
水
準
で
、

中
川
流
域
関
連
１５
市
町
及
び
埼
玉
県

の
平
均
よ
り
は
３
０
０
円
、
全
国
平

均
値
よ
り
も
１
１
０
０
円
以
上
も
下

回
る
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
使
用
料
単
価
は
１
裙
あ
た
り

９１
円
、
こ
れ
に
対
し
て
汚
水
処
理
原

価
は
１
裙
あ
た
り
２
３
０
円
で
経
費

回
収
率
は
３９
・
５
％
で
、
こ
の
回
収

率
は
、
中
川
流
域
の
平
均
値
や
県
平

均
、
全
国
平
均
値
に
比
べ
て
も
か
な

り
低
い
数
値
で
す
。 

　
今
回
の
平
均
改
定
率
は
全
体
で
は

１０
％
、
大
口
を
除
く
一
般
家
庭
の
小

口
利
用
者
で
は
２３
・
９
％
、
一
般
家

庭
の
平
均
使
用
料
２０
裙
で
は
２３
・
４

％
（
消
費
税
込
２
ヶ
月
分
で
６
０
９

円
）
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。
大
口

と
小
口
の
２
段
階
方
式
の
改
定
を
行

っ
た
背
景
に
は
、
八
潮
市
の
下
水
道

事
業
が
汚
水
量
の
約
５
割
、
使
用
料

収
入
の
６
割
を
市
内
１
社
が
占
め
て

い
る
と
い
う
特
殊
事
情
が
あ
り
ま
す
。

平
成
１５
年
の
料
金
改
定
の
際
、
こ
の

１
社
が
節
水
を
行
っ
た
為
、
見
込
み

ど
お
り
の
増
収
が
図
れ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
市
長
の
諮
問
を
受
け
た
下

水
道
審
議
会
で
も
「
１
社
の
使
用
水

量
及
び
使
用
料
に
影
響
さ
れ
に
く
い

独
立
し
た
使
用
料
体
系
を
構
築
す
べ

し
」と
の
答
申
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、

来
年
４
月
か
ら
の
料
金
改
定
に
は
懸

念
が
残
る
も
の
の
、
市
民
共
通
の
財

産
で
あ
る
公
共
下
水
道
を
次
世
代
に

引
き
継
ぎ
、
公
共
下
水
道
事
業
の
健

全
な
運
営
と
受
益
者
負
担
の
適
正
化

を
図
る
為
に
、
今
回
の
料
金
改
定
は

や
む
を
得
な
い
も
の
と
判
断
し
、
賛

成
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
同
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、

自
民
ク
ラ
ブ
か
ら
も
賛
成
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。 


